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平
成　

年　

月　

日
（

日
）
、
今

21

10

25

金
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
第
６

回
い
ま
か
ね
図
書
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
本
に
関
す
る

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展

示
等
で
盛
り
上
が
る
こ
の
お
祭
り

で
す
が
、
そ
の
運
営
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
今
金

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
（
電
話
8

2
ー
2
8
2
2
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

第 86 号
 
問
い
合
わ
せ

 
今 
金 
町 
教 
育 
委 
員 
会

 �
８
２
ー
３
４
８
８

　毎年６月から夏休み期間にかけては、ピリカ遺跡
周辺が学校の社会科見学や団体研修など、大勢の人
でにぎわう季節です。大勢のご来客はありがたい
反面、職員やボランティア会員では十分な対応がで
きない場面があるのも事実です。
　今金町に住む一人でも多くの方に史跡ピリカ遺
跡の魅力を知っていただき、そして町外から来られ

たお客様に町民がその魅力を伝えることができれ
ば、こんな素晴らしいことはありません。お客様の
中には、学芸員の専門的な話よりも地元町民とのふ
れあいを楽しみにしている方も少なくないのです。
　当館では、来館者に遺跡の案内をしていただける
ボランティアを募集しています。希望者にはまず
講習会に参加していただきます。知識が豊富なこ
とに越したことはありませんが、必ずしも完全主義
者になる必要はありません。実際はお客様との出
会いを楽しんでいただければそれで結構です。興
味をお持ちの方はぜひお気軽にご応募ください。
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ホームページアドレス
http://www.town.imakane.lg.jp/pirikan/top.html

遺跡ボランティア　やってみませんか？

勾玉づくりは開館
日ならいつでもで
きます！

史跡大船遺跡でボラ
ンティアの説明を聞
くピリカ遺跡ボラン
ティアの会会員（平成
20年度研修事業より）

第
６
回
い
ま
か
ね
図
書

ま
つ
り
の
実
行
委
員
を

募
集
中　
!!

八
雲
で
借
り
た
本　

今
金
で
返
却
で
き
ま
す
！

「
本
の
ふ
れ
あ
い
便
」
事
業
の
お
知
ら
せ

　

八
雲
町
立
図
書
館
を
ご
存
知
で

す
か
？

 　

蔵
書
数
は
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

図
書
室
の
6
倍
の
約　

万
冊
あ
り
、

12

ま
た
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
の
視
聴
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
た

大
き
な
施
設
で
す
。
八
雲
町
民
以

外
で
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、

今
金
町
民
も
現
在
約
1
0
0
名
の

方
が
利
用
者
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
月
よ
り
、
図
書
利
用
者

の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
八
雲
の
図
書
館
で
借
り

た
本
を
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書

室
で
返
却
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
派
遣
医
師
の

送
迎
で
今
金
と
八
雲
を
週
１
回
往

復
し
て
い
る
（
株
）
東
ハ
イ
ヤ
ー

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
の
運
搬

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
を
借
り
た
い
け
ど
、
返
し

に
行
く
の
が
大
変
」
と
思
っ
て
い

た
方
、
ぜ
ひ
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　八八八八八八八八八八雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲町町町町町町町町町町立立立立立立立立立立図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館八雲町立図書館
　開館時間　午前10時～午後６時　※　

　　　　　　※水曜日は午後８時まで
　　　　　　※日曜日は午後５時まで
　休 館 日　月曜日、祝日、年末年始
　貸出冊数　１人10冊以内
　貸出期間　２週間


